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「農薬の登録申請に係る試験成績について」の運用について
（平成１３年１０月１０日付け１３生産第３９８６号農林水産省生産局生産資材課長通知）一部改正新旧対照表

改 正 後 現 行

附 則 （ 平 成 23年 ４ 月 １ 日 ）
１ こ の 通 知 に よ る 改 正 は 、 平 成 2 3年 ４ 月 １ 日 以 降 に 提 出 さ れ る 農
薬 の 薬 効 、 薬 害 、 毒 性 及 び 残 留 性 に 関 す る 試 験 成 績 に つ い て 適 用
す る 。 た だ し 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 改 正 規 定 は 、 当 該 各 号 に 定 め る
試 験 又 は 試 験 成 績 に つ い て 適 用 す る 。
（ １ ） 別 紙 「「 農 薬 の 登 録 申 請 に 係 る 試 験 成 績 に つ い て 」 の 運 用
に つ い て 」 ５ .の （ ３ － １ － １ ） の ７ .の （ ３ ） に 係 る 改 正 規 定
平 成 23年 10月 １ 日 以 降 に 開 始 さ れ る 試 験

（ ２ ） 別 紙 「「 農 薬 の 登 録 申 請 に 係 る 試 験 成 績 に つ い て 」 の 運 用
に つ い て 」 ３ .の （ ５ ） 並 び に 別 紙 「「 農 薬 の 登 録 申 請 に 係 る
試 験 成 績 に つ い て 」 の 運 用 に つ い て 」 ５ .の （ ３ － １ － １ ） の
７ .の （ ２ ）、 別 表 ３ － １ 、 別 表 ３ － ２ 及 び 別 表 ６ に 係 る 改 正
規 定 平 成 2 6年 ４ 月 １ 日 以 降 に 提 出 さ れ る 農 薬 の 農 作 物 へ の 残
留 性 に 関 す る 試 験 成 績 で あ っ て 、 次 の ① 又 は ② に 該 当 す る も の
① 食 品 、 添 加 物 等 の 規 格 基 準 （ 昭 和 34年 1 2月 2 8日 厚 生 省 告 示
第 37 0号 ）に 規 定 す る 基 準 値（ ② に お い て「 基 準 値 」と い う 。）
を 新 た に 設 定 す る 際 の 試 験 に 係 る 成 績

② 既 に 設 定 さ れ て い る 基 準 値 を 変 更 す る 際 の 試 験 に 係 る 成 績
２ 前 項 の （ ２ ） の ① 及 び ② の い ず れ に も 該 当 し な い 試 験 成 績 に つ
い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

（ 別 紙 ） （ 別 紙 ）
「 農 薬 の 登 録 申 請 に 係 る 試 験 成 績 に つ い て 」 の 運 用 に つ い て 「 農 薬 の 登 録 申 請 に 係 る 試 験 成 績 に つ い て 」 の 運 用 に つ い て

１ .（ 略 ） １ .（ 略 ）
２ ．（ １ ） ～ （ ２ ）（ 略 ） ２ ．（ １ ） ～ （ ２ ）（ 略 ）

（ ３ ）「（ ４ ） の ア の 一 部 」 と は 、 各 作 物 群 （ 中 分 類 ） ご と に 代 （ ３ ）「（ ４ ） の ア の 一 部 」 と は 、 各 作 物 群 （ 中 分 類 ） ご と に 代
表 的 な 作 物 に つ い て １ 種 類 以 上 実 施 さ れ て い る 場 合 、 そ の 他 の 表 的 な 作 物 に つ い て １ 種 類 以 上 実 施 さ れ て い る 場 合 、 そ の 他 の
作 物 の 作 物 残 留 試 験 を い う 。 作 物 の 作 物 残 留 性 試 験 を い う 。

３ ． 試 験 を 実 施 す る に 当 た っ て 必 要 と さ れ る 条 件 に つ い て ３ ． 試 験 を 実 施 す る に 当 た っ て 必 要 と さ れ る 条 件 に つ い て
（ １ ）（ 略 ） （ １ ）（ 略 ）

① （ 略 ） ① (略 ）
な お 、 展 着 剤 に 係 る 薬 効 試 験 、 薬 害 試 験 及 び 作 物 残 留 試 験 に な お 、 展 着 剤 に 係 る 薬 効 試 験 、 薬 害 試 験 及 び 作 物 残 留 性 試 験

つ い て は 、 展 着 剤 が 常 に 適 用 対 象 と な る 農 薬 と 組 み 合 わ せ て 使 に つ い て は 、 展 着 剤 が 常 に 適 用 対 象 と な る 農 薬 と 組 み 合 わ せ て
用 さ れ る こ と か ら 、 原 則 と し て 適 用 農 作 物 ご と に そ れ ぞ れ 適 用 使 用 さ れ る こ と か ら 、 原 則 と し て 適 用 農 作 物 ご と に そ れ ぞ れ 適
対 象 農 薬 と 組 み 合 わ せ て 試 験 を 実 施 す る も の と す る 。 用 対 象 農 薬 と 組 み 合 わ せ て 試 験 を 実 施 す る も の と す る 。
② （略） ② （略）
③ア、イ (略) ③ア、イ (略)
ウ 標 識 化 合 物 を 被 験 物 質 と す る 場 合 、 標 識 核 種 は 原 則 と し ウ 標 識 化 合 物 を 被 験 物 質 と す る 場 合 、 標 識 核 種 は 原 則 と し
て 1 4Ｃ と し 、 標 識 位 置 は 代 謝 に 対 し て 安 定 な 部 位 と す る 。 て 1 4Ｃ と し 、 標 識 位 置 は 代 謝 に 対 し て 安 定 な 部 位 と す る 。
ま た 、 分 子 の 開 裂 が 予 想 さ れ る と き は 、 開 裂 体 の 代 謝 も 把 ま た 、 分 子 の 開 裂 が 予 想 さ れ る と き は 、 開 裂 体 の 運 命 も 把
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握 で き る よ う 、 分 子 内 の 異 な る 位 置 に 標 識 し た 複 数 の 標 識 握 で き る よ う 、 分 子 内 の 異 な る 位 置 に 標 識 し た 複 数 の 標 識
化 合 物 を 被 験 物 質 と す る こ と が 望 ま し い 。 化 合 物 を 被 験 物 質 と す る こ と が 望 ま し い 。

④ ア、イ (略) ④ ア、イ (略)
ウ 土 壌 中 動 態 に 関 す る 試 験 の う ち 好 気 的 土 壌 中 動 態 試 験 及 ウ 土 壌 中 運 命 に 関 す る 試 験 の う ち 好 気 的 土 壌 中 運 命 試 験 及
び 嫌 気 的 土 壌 中 動 態 試 験 に つ い て び 嫌 気 的 土 壌 中 運 命 試 験 に つ い て
主 要 代 謝 物 で あ っ て 、 当 該 動 態 試 験 の 実 施 が 必 要 と な る 主 要 代 謝 物 で あ っ て 、 当 該 運 命 試 験 の 実 施 が 必 要 と な る 代

代 謝 物 と は 、処 理 量 の １ ０ ％ 以 上 生 成 す る 代 謝 物 で あ っ て 、 謝 物 と は 、 処 理 量 の １ ０ ％ 以 上 生 成 す る 代 謝 物 で あ っ て 、
推 定 半 減 期 が １ ０ ０ 日 以 上 で あ る と 判 断 さ れ る 物 質 が 該 当 推 定 半 減 期 が １ ０ ０ 日 以 上 で あ る と 判 断 さ れ る 物 質 が 該 当
す る 。 す る 。

(以 下 、 略 ) (以 下 、 略 )
（ ア ） 好 気 的 湛 水 土 壌 中 動 態 試 験 を 有 効 成 分 で 実 施 し た 結 （ ア ） 好 気 的 湛 水 土 壌 中 運 命 試 験 を 有 効 成 分 で 実 施 し た 結

果 、 処 理 量 の １ ０ ％ 以 上 生 成 す る 代 謝 物 で あ っ て 、 推 果 、 処 理 量 の １ ０ ％ 以 上 生 成 す る 代 謝 物 で あ っ て 、 推
定 半 減 期 が １ ０ ０ 日 以 上 で あ る と 判 断 さ れ る 物 質 で は 、 定 半 減 期 が １ ０ ０ 日 以 上 で あ る と 判 断 さ れ る 物 質 で は 、
そ の 代 謝 物 を 用 い た 好 気 的 土 壌 中 動 態 試 験 が 必 要 で あ そ の 代 謝 物 を 用 い た 好 気 的 土 壌 中 運 命 試 験 が 必 要 で あ
る 。 る 。
な お 、 こ の 場 合 で あ っ て も 、 有 効 成 分 を 用 い た 好 気 な お 、 こ の 場 合 で あ っ て も 、 有 効 成 分 を 用 い た 好 気

的 土 壌 中 動 態 試 験 が 実 施 さ れ て お り 、 そ の 中 で 当 該 主 的 土 壌 中 運 命 試 験 が 実 施 さ れ て お り 、 そ の 中 で 当 該 主
要 代 謝 物 の 挙 動 が 把 握 で き る 場 合 に は 、 当 該 主 要 代 謝 要 代 謝 物 の 挙 動 が 把 握 で き る 場 合 に は 、 当 該 主 要 代 謝
物 を 用 い た 好 気 的 土 壌 中 動 態 試 験 を 実 施 す る 必 要 は な 物 を 用 い た 好 気 的 土 壌 中 運 命 試 験 を 実 施 す る 必 要 は な
い 。 い 。

（ イ ） 好 気 的 土 壌 中 動 態 試 験 を 有 効 成 分 で 実 施 し た 結 果 、 （ イ ） 好 気 的 土 壌 中 運 命 試 験 を 有 効 成 分 で 実 施 し た 結 果 、
処 理 量 の １ ０ ％ 以 上 生 成 す る 代 謝 物 で あ っ て 、 推 定 半 処 理 量 の １ ０ ％ 以 上 生 成 す る 代 謝 物 で あ っ て 、 推 定 半
減 期 が １ ０ ０ 日 以 上 で あ り 土 壌 中 に お け る 移 動 性 が 低 減 期 が １ ０ ０ 日 以 上 で あ り 土 壌 中 に お け る 移 動 性 が 低
く な い と 判 断 さ れ る 物 質 で は 、 そ の 代 謝 物 を 用 い た 嫌 く な い と 判 断 さ れ る 物 質 で は 、 そ の 代 謝 物 を 用 い た 嫌
気 的 土 壌 中 動 態 試 験 が 必 要 で あ る 。 気 的 土 壌 中 運 命 試 験 が 必 要 で あ る 。
な お 、 こ の 場 合 で あ っ て も 、 有 効 成 分 を 用 い た 嫌 気 な お 、 こ の 場 合 で あ っ て も 、 有 効 成 分 を 用 い た 嫌 気

的 土 壌 中 動 態 試 験 が 実 施 さ れ て お り 、 そ の 中 で 当 該 主 的 土 壌 中 運 命 試 験 が 実 施 さ れ て お り 、 そ の 中 で 当 該 主
要 代 謝 物 の 挙 動 が 把 握 で き る 場 合 に は 、 当 該 主 要 代 謝 要 代 謝 物 の 挙 動 が 把 握 で き る 場 合 に は 、 当 該 主 要 代 謝
物 を 用 い た 嫌 気 的 土 壌 中 動 態 試 験 を 実 施 す る 必 要 は な 物 を 用 い た 嫌 気 的 土 壌 中 運 命 試 験 を 実 施 す る 必 要 は な
い 。 い 。

エ （ 略 ） エ （ 略 ）
オ （ ア ）、（ イ ） （ 略 ） オ （ ア ）、（ イ ） （ 略 ）
（ ウ ）「 有 効 成 分 等 」 と は 、 有 効 成 分 及 び 有 効 成 分 の 生 体 （ ウ ） 「 有 効 成 分 等 」 と は 、 有 効 成 分 及 び 有 効 成 分 の 生 体

内 又 は 環 境 中 で の 解 離 、 分 解 、 代 謝 等 に よ り 生 成 す る 内 又 は 環 境 中 で の 解 離 、 分 解 、 代 謝 等 に よ り 生 成 す る
代 謝 分 解 物 で あ っ て 、 人 畜 又 は 環 境 に 対 し 影 響 を 及 ぼ 代 謝 分 解 物 で あ っ て 、 人 畜 又 は 環 境 に 対 し 影 響 を 及 ぼ
す お そ れ が あ る 物 質 （ 水 質 汚 濁 性 試 験 及 び 土 壌 残 留 試 す お そ れ が あ る 物 質 （ 水 質 汚 濁 性 試 験 及 び 土 壌 残 留 性
験 の 評 価 に 際 し て 規 制 と な る 代 謝 分 解 物 等 で あ っ て 、 試 験 の 評 価 に 際 し て 規 制 と な る 代 謝 物 等 で あ っ て 、 有
有 効 成 分 の 分 解 消 失 過 程 で 有 効 成 分 の 残 留 量 を 上 回 る 効 成 分 の 分 解 消 失 過 程 で 有 効 成 分 の 残 留 量 を 上 回 る こ
こ と と な る 化 合 物 ） を い う 。 と と な る 化 合 物 ） を い う 。

（ 以 下 、 略 ） （ 以 下 、 略 ）

（ ２ ） （ 略 ） （ ２ ） （ 略 ）
（ ３ ） 薬効・薬害試験の試験例数について （ ３ ） 薬効・薬害試験の試験例数について

（略） （略）
①・② （略） ①・② （略）
③ （略） ③ （略）
ア （略） ア （略）
イ （略） イ （略）
（ア） （略） （ア） （略）
（イ）②について （イ）②について
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当 該 規 定 は 、ア ブ ラ ナ 科 、ナ ス 科 、ウ リ 科 、マ メ 科 、 当 該 規 定 は 、ア ブ ラ ナ 科 、ナ ス 科 、ウ リ 科 、マ メ 科 、
セ リ 科 、 ユ リ 科 （ Al l i u m属 に 限 る 。）、 バ ラ 科 （ 果 樹 に セ リ 科 の 各 科 内 及 び ユ リ 科 の Al l i u m属 の 属 内 の 作 物 間
限 る 。 )の 各 科 内 に お い て 、 一 定 の 適 用 対 象 病 害 虫 を 対 に お い て 、 一 定 の 適 用 対 象 病 害 虫 を 対 象 に 類 似 作 物 を
象 に 類 似 作 物 を 追 加 す る 場 合 に 適 用 す る も の と す る 。 追 加 す る 場 合 に 適 用 す る も の と す る 。 例 え ば 、 は く さ
例 え ば 、 は く さ い の ア ブ ラ ム シ が 既 登 録 の 場 合 に 、 だ い の ア ブ ラ ム シ が 既 登 録 の 場 合 に 、 だ い こ ん の ア ブ ラ
い こ ん の ア ブ ラ ム シ を 追 加 す る 場 合 が こ れ に 該 当 す る 。 ム シ を 追 加 す る 場 合 が こ れ に 該 当 す る 。

（ウ）③について （ウ）③について
別 表 ３ － １ 又 は 別 表 ３ － ２ に 掲 げ る 農 作 物 以 外 の 農 別 表 ３ に 掲 げ る 農 作 物 以 外 の 農 作 物 及 び 栽 培 地 域 が

作 物 及 び 栽 培 地 域 が 限 ら れ て い る 農 作 物 を 適 用 農 作 物 限 ら れ て い る 農 作 物 を 適 用 農 作 物 と し て 登 録 申 請 (変
と し て 登 録 申 請 (変 更 の 登 録 申 請 を 含 む 。） す る 場 合 が 更 の 登 録 申 請 を 含 む 。） す る 場 合 が 該 当 す る 。
該 当 す る 。

（ 以 下 、 略 ） （ 以 下 、 略 ）
（ ４ ） （ 略 ） （ ４ ） （ 略 ）
（ ５ ） 作 物 残 留 試 験 の 試 験 例 数 及 び 試 験 施 設 の 基 準 に つ い て （ ５ ） 作 物 残 留 性 試 験 の 試 験 例 数 及 び 試 験 施 設 の 基 準 に つ い て

局 長 通 知 の 別 表 １ の 作 物 残 留 試 験 に 係 る 試 験 例 数 及 び 試 験 施 局 長 通 知 の 別 表 １ の 作 物 残 留 性 試 験 に 係 る 試 験 例 数 及 び 試 験
設 の 基 準 は 以 下 の 通 り と す る 。 施 設 の 基 準 は 以 下 の 通 り と す る 。
① （ 略 ） ① （ 略 ）
② 生 産 量 が 特 に 多 い 農 作 物 と は 、 次 の ア 又 は イ の い ず れ か に
該 当 す る 別 表 ３ － １ に 掲 げ る 農 作 物 を い う 。
ア .当 該 農 作 物 の 生 産 量 又 は 出 荷 量 に 係 る 統 計 等 か ら 年 間 生

産 量 が ３ ０ 万 ト ン よ り 多 い 農 作 物 （ 主 要 な 栽 培 地 域 に 偏
り の あ る も の を 除 く 。）

イ .当 該 農 作 物 の 生 産 量 又 は 出 荷 量 に 係 る 統 計 等 か ら 年 間 生
産 量 が ３ 万 ト ン よ り 多 く ３ ０ 万 ト ン 以 下 で あ り 、 か つ 、
１ 日 あ た り の 農 畜 水 産 物 摂 取 量 に 占 め る 当 該 農 作 物 由 来
の 農 産 物 摂 取 量 の 割 合 が １ ％ よ り 多 い 農 作 物 (主 要 な 栽 培
地 域 に 偏 り の あ る も の を 除 く 。 )

③ 生 産 量 が 多 い 農 作 物 と は 、 次 の ア か ら ウ ま で の い ず れ か に
該 当 す る 別 表 ３ － ２ に 掲 げ る 農 作 物 を い う 。
ア .当 該 農 作 物 の 生 産 量 又 は 出 荷 量 に 係 る 統 計 等 か ら 年 間 生

産 量 が ３ ０ 万 ト ン よ り 多 い 農 作 物 で あ っ て 主 要 な 栽 培 地
域 に 偏 り の あ る も の

イ .当 該 農 作 物 の 生 産 量 又 は 出 荷 量 に 係 る 統 計 等 か ら 年 間 生
産 量 が ３ 万 ト ン よ り 多 く ３ ０ 万 ト ン 以 下 で あ り 、 か つ 、
１ 日 あ た り の 農 畜 水 産 物 摂 取 量 に 占 め る 当 該 農 作 物 由 来
の 農 産 物 摂 取 量 の 割 合 が １ ％ よ り 多 い 農 作 物 で あ っ て 主
要 な 栽 培 地 域 に 偏 り の あ る も の

ウ .当 該 農 作 物 の 生 産 量 又 は 出 荷 量 に 係 る 統 計 等 か ら 年 間 生
産 量 が ３ 万 ト ン よ り 多 く ３ ０ 万 ト ン 以 下 で あ り 、 か つ 、
１ 日 あ た り の 農 畜 水 産 物 摂 取 量 に 占 め る 当 該 農 作 物 由 来
の 農 産 物 摂 取 量 の 割 合 が １ ％ 以 下 で あ る も の

④ 生 産 量 が 少 な い 農 作 物 と は 、 別 表 ３ － １ 又 は 別 表 ３ － ２ に
掲 げ る 農 作 物 以 外 の 農 作 物 を い う 。

⑤ （ 略 ） ② （ 略 ）
⑥ 申 請 に 係 る 適 用 農 作 物 等 が 作 物 群 で あ る 場 合 で あ っ て 当 該 ③ 申 請 に 係 る 適 用 農 作 物 等 が 作 物 群 で あ る 場 合 で あ っ て 当 該
作 物 群 に 含 ま れ る 農 作 物 へ の 残 留 が 極 め て 低 く 、 又 は な い と 作 物 群 に 含 ま れ る 農 作 物 へ の 残 留 性 が 極 め て 低 く 、 又 は な い
推 定 さ れ る 農 薬 の 残 留 を 試 験 す る と き の 作 物 群 名 及 び 試 験 供 と 推 定 さ れ る 農 薬 の 残 留 性 を 試 験 す る と き の 作 物 群 名 及 び 試
試 農 作 物 は 、 別 表 ５ の と お り と す る 。 な お 、 残 留 が 極 め て 低 験 供 試 農 作 物 は 、 別 表 ５ の と お り と す る 。 な お 、 残 留 性 が 極
く 、 又 は な い と 推 定 さ れ る 場 合 と は 、 例 え ば 果 樹 園 で 雑 草 の め て 低 く 、 又 は な い と 推 定 さ れ る 場 合 と は 、 例 え ば 果 樹 園 で
茎 葉 に 処 理 す る 除 草 剤 が 該 当 す る 。 雑 草 の 茎 葉 に 処 理 す る 除 草 剤 が 該 当 す る 。
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⑦ 作 物 群 に 含 ま れ る 農 作 物 ご と に 栽 培 形 態 が 異 な り 、 残 留 に ④ 農 作 物 残 留 試 験 の 試 料 調 製 に つ い て 単 一 都 道 府 県 内 の ほ 場
差 が 生 じ る と 予 想 さ れ る と き は 、 残 留 が 高 く な る と 予 想 さ れ で 試 料 調 製 す る 等 が 認 め ら れ て い る 生 産 量 の 少 な い 農 作 物 と
る 栽 培 方 法 で 試 料 調 製 を 実 施 す る も の と す る 。 は 、 別 表 ３ に 掲 げ る 農 作 物 以 外 の 農 作 物 を い う 。 な お 、 作 物

群 に 含 ま れ る 農 作 物 ご と に 栽 培 形 態 が 異 な り 、 残 留 性 に 差 が
生 じ る と 予 想 さ れ る と き は 、 残 留 性 が 高 く な る と 予 想 さ れ る
栽 培 方 法 で 試 料 調 製 を 実 施 す る も の と す る 。

(削 除 ) ⑤ 別 表 ４ の 「 か ん き つ 」 の 小 粒 種 に つ い て は 、 １ 分 析 （ 分 析
機 関 の 要 件 は 問 わ な い 。） と す る 。

⑧ 別 表 ６ の 左 欄 に 掲 げ る 作 物 を 適 用 農 作 物 等 と す る 農 薬 の 残 ⑥ 別 表 ６ の 左 欄 に 掲 げ る 作 物 を 適 用 農 作 物 等 と す る 農 薬 の 残
留 に 関 す る 試 験 に つ い て は 、 そ れ ぞ れ 同 表 右 欄 に 掲 げ る 作 物 留 性 に 関 す る 試 験 に つ い て は 、 そ れ ぞ れ 同 表 右 欄 に 掲 げ る 作
を 試 験 供 試 農 作 物 と す る も の と す る 。 物 を 試 験 供 試 農 作 物 と す る も の と す る 。

⑨ 局 長 通 知 の 別 表 １ の 農 作 物 へ の 残 留 性 に 関 す る 試 験 成 績 の
試 験 施 設 の 基 準 の 欄 ⑥ の た だ し 書 に お け る 環 境 や 利 用 部 位 そ
の 他 の 条 件 と は 、 以 下 の と お り と す る 。 な お 、 当 分 の 間 、 日
本 以 外 で 実 施 可 能 な 試 験 は 施 設 栽 培 さ れ る 農 作 物 に 係 る も の
の み と す る （ 土 壌 処 理 を 行 う 場 合 を 除 く 。）。
ア .環 境 条 件 （ 気 温 、 湿 度 、 日 照 等 ）
イ .栽 培 方 法 （ 作 型 、 栽 培 基 質 を 含 む ）
ウ .農 薬 の 施 用 方 法 （ 施 用 器 具 を 含 む ）
エ .収 穫 物 の 採 取 方 法 （ 採 取 器 具 を 含 む ）
オ .収 穫 物 の 大 き さ （ 出 荷 物 の サ イ ズ ）
カ .利 用 部 位

⑩ 作 物 残 留 試 験 成 績 が ６ 例 以 上 提 出 さ れ る 場 合 で あ っ て 、
次 の ア 又 は イ の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、 当 該 試 験 成 績 に
代 え て 、 そ れ ぞ れ に 定 め る 他 の 農 薬 の 作 物 残 留 試 験 成 績 を
提 出 す る こ と が で き る 。
ア . 申 請 に 係 る 農 薬 と 有 効 成 分 及 び 剤 型 が 同 一 で あ っ て 、 使
用 方 法 の 相 違 が 以 下 の （ ア ） か ら （ ウ ） ま で の い ず れ か に
該 当 す る と き 他 の 農 薬 に 係 る 作 物 残 留 試 験 成 績
（ ア ） 使 用 量 （ 有 効 成 分 投 下 量 ） 又 は 使 用 濃 度 （ 有 効 成 分

濃 度 ） の 相 違 が ± ２ ５ ％ 以 内 で あ る こ と （（ イ ） 又 は
（ ウ ） に 該 当 す る 場 合 を 除 く ）

（ イ ） 使 用 回 数 の 相 違 が ± ２ ５ ％ 以 内 で あ る こ と （（ ア ）
又 は （ ウ ） に 該 当 す る 場 合 を 除 く ）

（ ウ ） 収 穫 前 日 数 の 相 違 が ± ２ ５ ％ 以 内 で あ る こ と（（ ア ）
又 は （ イ ） に 該 当 す る 場 合 を 除 く ）

イ . 申 請 に 係 る 農 薬 製 剤 が 、 水 で 希 釈 し て 散 布 す る 農 薬 製 剤
（ マ イ ク ロ カ プ セ ル 剤 等 の 徐 放 性 製 剤 は 除 く 。）で あ っ て 、
収 穫 日 の ８ 日 以 前 に 使 用 す る も の で あ る と き 申 請 に 係 る
農 薬 と 有 効 成 分 が 同 一 で あ っ て 剤 型 の 異 な る 他 の 農 薬 製 剤
（ 水 で 希 釈 し て 散 布 す る 種 類 の 農 薬 製 剤 に 限 る 。 た だ し マ
イ ク ロ カ プ セ ル 剤 等 の 徐 放 性 製 剤 を 除 く 。） の 登 録 申 請 の
際 に 提 出 す る 、 又 は 提 出 し た 作 物 残 留 試 験 成 績

（ ６ ） 植 物 代 謝 に 関 す る 試 験 の 試 験 例 数 に つ い て （ ６ ） 植 物 体 内 運 命 に 関 す る 試 験 の 試 験 例 数 に つ い て
（略） （略）
①～② （略） ①～② （略）
③ 申 請 に 係 る 適 用 農 作 物 が １ 種 類 に 限 ら れ 、 当 該 試 験 の 植 物 ③ 申 請 に 係 る 適 用 農 作 物 が １ 種 類 に 限 ら れ 、 当 該 試 験 の 植 物
が 同 一 の 場 合 は 、 さ ら に 試 験 を 実 施 す る 必 要 は な い 。 が 同 一 の 場 合 は 、 さ ら に 試 験 を 実 施 す る 必 要 は な い 。
局 長 通 知 の 別 表 ２ の 試 験 成 績 の 提 出 を 要 し な い 場 合 の 欄 の 局 長 通 知 の 別 表 ２ の 試 験 成 績 の 提 出 を 要 し な い 場 合 の 欄 の
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詳 細 に つ い て は 、 以 下 の と お り と す る 。 詳 細 に つ い て は 、 以 下 の と お り と す る 。
生 産 量 の 少 な い 農 作 物 と は 、 別 表 ３ － １ 又 は 別 表 ３ － ２ に 生 産 量 の 少 な い 農 作 物 と は 、 別 表 ３ に 掲 げ る 農 作 物 以 外 の

掲 げ る 農 作 物 以 外 の 農 作 物 を い う (以 下 同 じ ）。 農 作 物 を い う (以 下 同 じ ）。

（ ７ ） 試 験 施 設 の 基 準 に つ い て （ ７ ） 試 験 施 設 の 基 準 に つ い て
局 長 通 知 別 表 １ に お い て 農 薬 の 薬 効 、 薬 害 、 毒 性 及 び 残 留 性 に 局 長 通 知 別 表 １ に お い て 農 薬 の 薬 効 、 薬 害 、 毒 性 及 び 残 留 性 に

関 す る 試 験 の う ち 、 薬 効 試 験 を 適 正 に 実 施 す る 能 力 を 有 す る 試 験 関 す る 試 験 の う ち 、 薬 効 試 験 を 適 正 に 実 施 す る 能 力 を 有 す る 試 験
施 設 、 薬 害 試 験 を 適 正 に 実 施 す る 能 力 を 有 す る 試 験 施 設 、 環 境 中 施 設 、 薬 害 試 験 を 適 正 に 実 施 す る 能 力 を 有 す る 試 験 施 設 、 環 境 中
予 測 濃 度 算 定 に 関 す る 試 験 を 適 正 に 実 施 す る 能 力 を 有 す る 試 験 施 予 測 濃 度 算 定 に 関 す る 試 験 を 適 正 に 実 施 す る 能 力 を 有 す る 試 験 施
設 、 土 壌 へ の 残 留 性 に 関 す る 試 験 を 適 正 に 実 施 す る 能 力 を 有 す る 設 、 土 壌 へ の 残 留 性 に 関 す る 試 験 を 適 正 に 実 施 す る 能 力 を 有 す る
試 験 施 設 、 生 産 量 の 少 な い 農 作 物 を 適 用 農 作 物 と す る 場 合 の 作 物 試 験 施 設 、 生 産 量 の 少 な い 農 作 物 を 適 用 農 作 物 と す る 場 合 の 作 物
残 留 試 験 の 試 験 施 設 に つ い て は 、 以 下 の と お り と す る 。 残 留 性 試 験 の 試 験 施 設 に つ い て は 、 以 下 の と お り と す る 。
（ 以 下 、 略 ） （ 以 下 、 略 ）
③ 生 産 量 の 少 な い 農 作 物 を 適 用 農 作 物 と す る 場 合 の 作 物 残 留 ③ 生 産 量 の 少 な い 農 作 物 を 適 用 農 作 物 と す る 場 合 の 作 物 残 留
試 験 の 試 験 施 設 に つ い て 性 試 験 の 試 験 施 設 に つ い て

（ 以 下 、 略 ） （ 以 下 、 略 ）

（ ８ ） （ 略 ） （ ８ ） （ 略 ）

４ ． 試 験 成 績 の 提 出 の 除 外 に つ い て ４ ． 試 験 成 績 の 提 出 の 除 外 に つ い て

（ 略 ） （ 略 ）

（ １ ） 薬 害 に 関 す る 試 験 成 績 に つ い て （ １ ） 薬 害 に 関 す る 試 験 成 績 に つ い て
① ～ ② （ 略 ） ① ～ ② （ 略 ）
③ 後 作 物 に 対 す る 薬 害 に 関 す る 試 験 成 績 に つ い て ③ 後 作 物 に 対 す る 薬 害 に 関 す る 試 験 成 績 に つ い て

「 当 該 農 薬 の 使 用 方 法 、 土 壌 残 留 性 の 程 度 等 か ら み て 、 当 該 「 当 該 農 薬 の 使 用 方 法 、 土 壌 残 留 性 の 程 度 等 か ら み て 、 当 該
農 薬 が 適 用 農 作 物 の 後 に 栽 培 さ れ る 農 作 物 に 影 響 （ 薬 害 ） を 及 農 薬 が 適 用 農 作 物 の 後 に 栽 培 さ れ る 農 作 物 に 影 響 （ 薬 害 ） を 及
ぼ す お そ れ が な い と 認 め ら れ る 場 合 」 と し て 、 土 壌 処 理 除 草 剤 ぼ す お そ れ が な い と 認 め ら れ る 場 合 」 と し て 、 土 壌 処 理 除 草 剤
を 除 く 農 薬 で あ っ て 土 壌 残 留 試 験 に お け る 有 効 成 分 の 推 定 半 減 を 除 く 農 薬 で あ っ て 土 壌 残 留 性 試 験 に お け る 有 効 成 分 の 推 定 半
期 が 原 則 と し て １ ０ ０ 日 を 超 え な い 場 合 等 が こ れ に 該 当 す る 。 減 期 が 原 則 と し て １ ０ ０ 日 を 超 え な い 場 合 等 が こ れ に 該 当 す

る 。

（ ２ ） 毒 性 に 関 す る 試 験 成 績 に つ い て （ ２ ） 毒 性 に 関 す る 試 験 成 績 に つ い て
① ～ ⑧ （ 略 ） ① ～ ⑧ （ 略 ）
⑨ ９ ０ 日 間 反 復 経 口 投 与 毒 性 試 験 成 績 、 催 奇 形 性 試 験 成 績 、 変 ⑨ ９ ０ 日 間 反 復 経 口 投 与 毒 性 試 験 成 績 、 催 奇 形 性 試 験 成 績 、 変
異 原 性 に 関 す る 試 験 成 績 、 生 体 機 能 へ の 影 響 に 関 す る 試 験 成 績 異 原 性 に 関 す る 試 験 成 績 、 生 体 機 能 へ の 影 響 に 関 す る 試 験 成 績
及 び 動 物 代 謝 に 関 す る 試 験 成 績 に つ い て 及 び 動 物 体 内 運 命 に 関 す る 試 験 成 績 に つ い て
（ 以 下 、 略 ） （ 以 下 、 略 ）

⑩ ～ ⑭ （ 略 ） ⑩ ～ ⑭ （ 略 ）
⑮ 植 物 代 謝 に 関 す る 試 験 成 績 に つ い て ⑮ 植 物 体 内 運 命 に 関 す る 試 験 成 績 に つ い て
（ 以 下 、 略 ） （ 以 下 、 略 ）

⑯ 土 壌 中 動 態 に 関 す る 試 験 成 績 に つ い て ⑯ 土 壌 中 運 命 に 関 す る 試 験 成 績 に つ い て
（ 以 下 、 略 ） （ 以 下 、 略 ）

⑰ 水 中 動 態 に 関 す る 試 験 成 績 に つ い て ⑰ 水 中 運 命 に 関 す る 試 験 成 績 に つ い て
（ 以 下 、 略 ） （ 以 下 、 略 ）
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（ ３ ） ～ （ ６ ）（ 略 ） （ ３ ） ～ （ ６ ）（ 略 ）

（ ７ ） 農 作 物 へ の 残 留 性 に 関 す る 試 験 成 績 に つ い て （ ７ ） 農 作 物 へ の 残 留 性 に 関 す る 試 験 成 績 に つ い て
① 作 物 残 留 試 験 成 績 に つ い て ① 作 物 残 留 性 試 験 成 績 に つ い て
ア ．（ ア ） ～ （ イ ）（ 略 ） ア ．（ ア ） ～ （ イ ）（ 略 ）
（ ウ ） 間 引 き 菜 及 び つ ま み 菜 の 作 物 残 留 試 験 に つ い て は 、「 間 （ ウ ）間 引 き 菜 及 び つ ま み 菜 の 作 物 残 留 性 試 験 に つ い て は 、「 間
引 き 菜 、 つ ま み 菜 に 使 用 し な い こ と 」 と の 旨 の 注 意 事 項 を 付 引 き 菜 、 つ ま み 菜 に 使 用 し な い こ と 」 と の 旨 の 注 意 事 項 を 付
す 場 合 。 す 場 合 。

イ ．（ 略 ） イ ．（ 略 ）
ウ ． 展 着 剤 が 適 用 対 象 と な る 農 薬 の 残 留 性 に 対 し 何 ら 影 響 を 及 ウ ． 展 着 剤 が 適 用 対 象 と な る 農 薬 の 残 留 性 に 対 し 何 ら 影 響 を 及
ぼ す お そ れ が な い と 認 め ら れ る 場 合 と は 、 原 則 と し て 、 以 下 ぼ す お そ れ が な い と 認 め ら れ る 場 合 と は 、 原 則 と し て 、 以 下
の 方 法 で 実 施 し た 試 験 に よ り 、 当 該 展 着 剤 が 適 用 対 象 と な る の 方 法 で 実 施 し た 試 験 に よ り 、 当 該 展 着 剤 が 適 用 対 象 と な る
農 薬 の 残 留 性 に 影 響 を 与 え な い こ と が 確 認 さ れ た 場 合 を い う 。 農 薬 の 残 留 性 に 影 響 を 与 え な い こ と が 確 認 さ れ た 場 合 を い う 。
散 布 液 の 付 着 し や す い 農 作 物 （ き ゅ う り 、 は く さ い 、 り ん 散 布 液 の 付 着 し や す い 農 作 物 （ き ゅ う り 、 は く さ い 、 り ん

ご 等 ） と 付 着 し に く い 農 作 物（ 稲 、 麦 類 、 ね ぎ 、 キ ャ ベ ツ 等 ） ご 等 ） と 付 着 し に く い 農 作 物（ 稲 、 麦 類 、 ね ぎ 、 キ ャ ベ ツ 等 ）
の 各 １ 種 類 以 上 を 供 試 農 作 物 と し て 選 定 し 、 当 該 展 着 剤 の 適 の 各 １ 種 類 以 上 を 供 試 農 作 物 と し て 選 定 し 、 当 該 展 着 剤 の 適
用 対 象 農 薬 で あ り 、 か つ 、 当 該 供 試 農 作 物 に 適 用 が あ る 農 薬 用 対 象 農 薬 で あ り 、 か つ 、 当 該 供 試 農 作 物 に 適 用 が あ る 農 薬
を 使 用 し て 、 展 着 剤 の 有 無 の 下 で 適 用 対 象 農 薬 の 有 効 成 分 等 を 使 用 し て 、 展 着 剤 の 有 無 の 下 で 適 用 対 象 農 薬 の 有 効 成 分 等
の 残 留 を 経 時 的 に 比 較 す る 。 の 残 留 性 を 経 時 的 に 比 較 す る 。
な お 、 農 作 物 ご と の 試 験 例 数 及 び 分 析 は １ 例 と し 、 試 験 施 な お 、 農 作 物 ご と の 試 験 例 数 及 び 分 析 は １ 例 と し 、 試 験 施

設 に つ い て は 特 に 定 め な い 。 設 に つ い て は 特 に 定 め な い 。
② 乳 汁 へ の 移 行 試 験 成 績 に つ い て ③ 乳 汁 へ の 移 行 試 験 成 績 に つ い て
ア ．（ 略 ） ア ．（ 略 ）
イ ． 残 留 す る も の の そ の 残 留 量 が き わ め て 微 量 で あ る こ と 等 の イ ． 残 留 す る も の の そ の 残 留 量 が き わ め て 微 量 で あ る こ と 等 の
理 由 に よ り 、 安 全 と 認 め ら れ る 場 合 と は 、 作 物 残 留 試 験 の 結 理 由 に よ り 、 安 全 と 認 め ら れ る 場 合 と は 、 作 物 残 留 性 試 験 の
果 、 稲 わ ら に つ い て は 当 該 農 薬 の 成 分 等 の 残 留 量 が １ pp m以 下 結 果 、 稲 わ ら に つ い て は 当 該 農 薬 の 成 分 等 の 残 留 量 が １ p p m以
で あ る 場 合 、 飼 料 作 物 に つ い て は 当 該 農 薬 が 検 出 さ れ な い 場 下 で あ る 場 合 、 飼 料 作 物 に つ い て は 当 該 農 薬 が 検 出 さ れ な い
合 を い う 。 場 合 を い う 。

（ ８ ） 土 壌 へ の 残 留 性 に 関 す る 試 験 成 績 に つ い て （ ８ ） 土 壌 へ の 残 留 性 に 関 す る 試 験 成 績 に つ い て
① 土 壌 残 留 試 験 成 績 に つ い て ① 土 壌 残 留 性 試 験 成 績 に つ い て
（ 以 下 、 略 ） （ 以 下 、 略 ）
② 後 作 物 残 留 試 験 成 績 に つ い て ② 後 作 物 残 留 性 に 関 す る 試 験 成 績 に つ い て
「 当 該 農 薬 の 土 壌 残 留 性 の 程 度 等 か ら み て 、 そ の 使 用 に 係 る 農 「 当 該 農 薬 の 土 壌 残 留 性 の 程 度 等 か ら み て 、 そ の 使 用 に 係 る 農
地 に お い て 適 用 農 作 物 の 後 に 栽 培 さ れ る 農 作 物 が 当 該 農 薬 の 成 分 地 に お い て 適 用 農 作 物 の 後 に 栽 培 さ れ る 農 作 物 が 当 該 農 薬 の 成 分
物 質 等 に よ り 汚 染 さ れ る お そ れ が な い 等 の 理 由 に よ り 、 安 全 と 認 物 質 等 に よ り 汚 染 さ れ る お そ れ が な い 等 の 理 由 に よ り 、 安 全 と 認
め ら れ る 場 合 」 と し て 、 ① に 該 当 す る 場 合 、 土 壌 残 留 試 験 に お け め ら れ る 場 合 」 と し て 、 ① に 該 当 す る 場 合 、 土 壌 残 留 性 試 験 に お
る 当 該 農 薬 の 有 効 成 分 等 の 推 定 半 減 期 が 、 原 則 と し て 、 １ ０ ０ 日 け る 当 該 農 薬 の 有 効 成 分 等 の 推 定 半 減 期 が 、 原 則 と し て 、 １ ０ ０
を 超 え な い 場 合 等 が こ れ に 該 当 す る 。 日 を 超 え な い 場 合 等 が こ れ に 該 当 す る 。

５ ． 局 長 通 知 別 添 「 農 薬 の 登 録 申 請 時 に 提 出 さ れ る 試 験 成 績 の 作 成 に ５ ． 局 長 通 知 別 添 「 農 薬 の 登 録 申 請 時 に 提 出 さ れ る 試 験 成 績 の 作 成 に
係 る 指 針 」 に つ い て 係 る 指 針 」 に つ い て

基 本 的 事 項 基 本 的 事 項
１ ～ ４ （ 略 ） １ ～ ４ （ 略 ）

＜ 薬 効 及 び 薬 害 に 関 す る 試 験 ＞ 、 ＜ 毒 性 に 関 す る 試 験 ＞ （ 略 ） ＜ 薬 効 及 び 薬 害 に 関 す る 試 験 ＞ 、 ＜ 毒 性 に 関 す る 試 験 ＞ （ 略 ）
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＜ 動 物 及 び 植 物 代 謝 、 土 壌 中 及 び 水 中 動 態 に 関 す る 試 験 ＞ ＜ 動 物 体 内 、 植 物 体 内 、 土 壌 中 及 び 水 中 運 命 に 関 す る 試 験 ＞
定 義 （ 略 ） 定 義 （ 略 ）

動 物 代 謝 に 関 す る 試 験 動 物 体 内 運 命 に 関 す る 試 験
動 物 代 謝 試 験 （ ２ － ３ － １ ） 動 物 体 内 運 命 試 験 （ ２ － ３ － １ ）

１ ～ ５ （ 略 ） １ ～ ５ （ 略 ）

植 物 代 謝 に 関 す る 試 験 植 物 体 内 運 命 に 関 す る 試 験
植 物 代 謝 試 験 （ ２ － ４ － １ ） 植 物 体 内 運 命 試 験 （ ２ － ４ － １ ）

１ ～ ６ （ 略 ） １ ～ ６ （ 略 ）

土 壌 中 動 態 に 関 す る 試 験 （ ２ － ５ － １ ～ ３ ） 土 壌 中 運 命 に 関 す る 試 験 （ ２ － ５ － １ ～ ３ ）
（ 略 ） （ 略 ）

好 気 的 湛 水 土 壌 中 動 態 試 験 （ ２ － ５ － １ ） 好 気 的 湛 水 土 壌 中 運 命 試 験 （ ２ － ５ － １ ）

湛 水 し た 水 田 環 境 で は 、 作 土 層 は 水 で 覆 わ れ 、 表 層 数 mmか ら １ c mの 湛 水 し た 水 田 環 境 で は 、 作 土 層 は 水 で 覆 わ れ 、 表 層 数 mmか ら １ c mの
土 壌 層 は 好 気 的 環 境 に あ り 、 下 部 で は 、 根 圏 で 酸 化 的 な 環 境 が 含 ま れ 土 壌 層 は 好 気 的 環 境 に あ り 、 下 部 で は 、 根 圏 で 酸 化 的 な 環 境 が 含 ま れ
る も の の 全 体 と し て は 還 元 的 環 境 に な っ て い る 。 湛 水 し た 水 田 に お け る も の の 全 体 と し て は 還 元 的 環 境 に な っ て い る 。 湛 水 し た 水 田 に お け
る 代 謝 を 明 ら か に す る た め 、 好 気 的 湛 水 土 壌 中 動 態 試 験 を 実 施 す る 。 る 代 謝 を 明 ら か に す る た め 、 好 気 的 湛 水 土 壌 中 運 命 試 験 を 実 施 す る 。

（ 以 下 、 略 ） （ 以 下 、 略 ）

好 気 的 土 壌 中 動 態 試 験 （ ２ － ５ － ２ ） 好 気 的 土 壌 中 運 命 試 験 （ ２ － ５ － ２ ）

水 田 以 外 の 圃 場 の 作 土 層 は 、 通 常 、 好 気 的 環 境 に あ り 、 土 壌 微 生 物 水 田 以 外 の 圃 場 の 作 土 層 は 、 通 常 、 好 気 的 環 境 に あ り 、 土 壌 微 生 物
に よ る 酸 化 的 な 代 謝 等 が 主 体 で あ る 。 こ れ ら に よ る 代 謝 を 明 ら か に す に よ る 酸 化 的 な 代 謝 等 が 主 体 で あ る 。 こ れ ら に よ る 代 謝 を 明 ら か に す
る た め 、 好 気 的 土 壌 中 動 態 試 験 を 実 施 す る 。 る た め 、 好 気 的 土 壌 中 運 命 試 験 を 実 施 す る 。

１ ～ ５ 好 気 的 湛 水 土 壌 中 動 態 試 験 （ ２ － ５ － １ ） に 準 ず る 。 １ ～ ５ 好 気 的 湛 水 土 壌 中 運 命 試 験 （ ２ － ５ － １ ） に 準 ず る 。

嫌 気 的 土 壌 中 動 態 試 験 （ ２ － ５ － ３ ） 嫌 気 的 土 壌 中 運 命 試 験 （ ２ － ５ － ３ ）
作 土 層 以 下 の 土 壌 層 は 、 通 常 、 嫌 気 的 環 境 に あ り 、 好 気 的 な 代 謝 と 作 土 層 以 下 の 土 壌 層 は 、 通 常 、 嫌 気 的 環 境 に あ り 、 好 気 的 な 代 謝 と

は 異 な る 代 謝 が 行 わ れ る こ と も あ る 。 地 下 浸 透 性 の 高 い 農 薬 に つ い て は 異 な る 代 謝 が 行 わ れ る こ と も あ る 。 地 下 浸 透 性 の 高 い 農 薬 に つ い て
は 、 こ の 土 壌 層 に お け る 代 謝 を 明 ら か に す る 必 要 が あ る た め 、 嫌 気 的 は 、 こ の 土 壌 層 に お け る 代 謝 を 明 ら か に す る 必 要 が あ る た め 、 嫌 気 的
土 壌 中 動 態 試 験 を 実 施 す る 。 土 壌 中 運 命 試 験 を 実 施 す る 。

１ ～ ５ 好 気 的 湛 水 土 壌 中 動 態 試 験 （ ２ － ５ － １ ） に 準 ず る 。 １ ～ ５ 好 気 的 湛 水 土 壌 中 運 命 試 験 （ ２ － ５ － １ ） に 準 ず る 。

水 中 動 態 に 関 す る 試 験 （ ２ － ６ － １ 、 ２ ） 水 中 運 命 に 関 す る 試 験 （ ２ － ６ － １ 、 ２ ）

定 義 等 は 土 壌 中 動 態 試 験 に 準 ず る 。 定 義 等 は 土 壌 中 代 謝 試 験 に 準 ず る 。

加 水 分 解 動 態 試 験 （ ２ － ６ － １ ） 加 水 分 解 運 命 試 験 （ ２ － ６ － １ ）

１ ～ ４ （ 略 ） １ ～ ４ （ 略 ）

水 中 光 分 解 動 態 試 験 （ ２ － ６ － ２ ） 水 中 光 分 解 運 命 試 験 （ ２ － ６ － ２ ）

１ ～ ２ （ 略 ） １ ～ ２ （ 略 ）
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３ ． 検 討 項 目 に つ い て ３ ． 検 討 項 目 に つ い て
加 水 分 解 動 態 試 験 （ ２ － ６ － １ ） に 準 ず る 。 加 水 分 解 運 命 試 験 （ ２ － ６ － １ ）

（ 中 略 ） （ 中 略 ）

藻 類 生 長 阻 害 試 験 （ ２ － ７ － ７ ） 藻 類 生 長 阻 害 試 験 （ ２ － ７ － ７ ）
１ ～ ５ (略 ） １ ～ ５ (略 ）
６ ． 結 果 の 処 理 法 に つ い て ６ ． 結 果 の 処 理 法 に つ い て

（ １ ） (略 ) （ １ ） (略 )
（ ２ ） 生 長 速 度 及 び 生 長 阻 害 率 の 算 出 法 （ ２ ） 生 長 速 度 及 び 生 長 阻 害 率 の 算 出 法

① 生 長 速 度 の 算 出 法
(中 略 ) (中 略 )

ま た 、 別 の 方 法 と し て 暴 露 期 間 中 の 平 均 生 長 速 度 を 、 時 間 に 対 別 の 方 法 と し て は 暴 露 期 間 中 の 平 均 生 長 速 度 を 、 時 間 に 対 し て
し て l n Xを プ ロ ッ ト し た 回 帰 直 線 の 傾 き か ら 導 く こ と も で き る 。 l n Xを プ ロ ッ ト し た 回 帰 直 線 の 傾 き か ら 導 く こ と も で き る 。 対 照
対 照 区 の 値 と 比 較 し た 場 合 の 試 験 濃 度 区 で の 平 均 生 長 速 度 の 低 下 区 の 値 と 比 較 し た 場 合 の 試 験 濃 度 区 で の 平 均 生 長 速 度 の 低 下 率 を
率 を 濃 度 の 対 数 に 対 し プ ロ ッ ト す る 。 濃 度 の 対 数 に 対 し プ ロ ッ ト す る 。

② 生 長 阻 害 率 の 算 出 法

各 々 の 被 験 物 質 濃 度 に お け る 生 長 阻 害 率 は 、 対 照 区 の 暴 露 期 各 々 の 被 験 物 質 濃 度 に お け る 生 長 阻 害 百 分 率 （ I m） は 対 照 区
間 中 の 各 連 の 平 均 生 長 速 度 の 平 均 値 （ m c） と 、 各 被 験 物 質 濃 度 の 暴 露 期 間 中 の 平 均 生 長 速 度 の 平 均 値 （ m c） と 各 被 験 物 質 濃 度
で の 暴 露 期 間 中 の 各 連 の 平 均 生 長 速 度 ( m t） と の 間 の 差 を 用 い て で の 暴 露 期 間 中 の 平 均 生 長 速 度 （ m t） と の 間 の 差 と し て 次 の よ
算 出 し た 値 （ I m） の 平 均 値 と す る 。 う に し て 計 算 す る 。

（ 式 略 ） （ 式 略 ）

生 長 阻 害 率 の 値 は 、 対 応 す る 濃 度 に 対 し て 片 対 数 紙 ま た は 片 I m の 値 は 、 対 応 す る 濃 度 に 対 し て 片 対 数 紙 ま た は 片 対 数 正 規
対 数 正 規 確 率 紙 に プ ロ ッ ト す る 。 確 率 紙 に プ ロ ッ ト す る 。
な お 、 助 剤 対 照 区 を 設 け た 場 合 は 、 無 処 理 対 照 区 で は な く 、

助 剤 対 照 区 の 暴 露 期 間 中 の 平 均 生 長 速 度 を 用 い て 生 長 阻 害 率 を
計 算 す る 。

(以 下 、 略 ) (以 下 、 略 )

水 中 光 分 解 性 に 関 す る 試 験 （ ２ － ９ － １ ６ ） 水 中 光 分 解 性 に 関 す る 試 験 （ ２ － ９ － １ ６ ）
１ （ 略 ） １ （ 略 ）
２ ． 水 中 光 分 解 動 態 試 験 に 準 拠 し て 実 施 す る 。 ２ ． 水 中 光 分 解 運 命 試 験 に 準 拠 し て 実 施 す る 。

（ 中 略 ） （ 中 略 ）

水 質 汚 濁 性 試 験 （ ２ － １ ０ － １ ） 水 質 汚 濁 性 試 験 （ ２ － １ ０ － １ ）
１ ～ ６ （ 略 ） １ ～ ６ （ 略 ）
７ ． 試 料 の 分 析 に つ い て ７ ． 試 料 の 分 析 に つ い て

（ １ ） 分 析 対 象 物 質 （ １ ） 分 析 対 象 物 質
① 分 析 対 象 物 質 は 、 当 該 農 薬 の 有 効 成 分 の ほ か 、 土 壌 中 動 態 試 ① 分 析 対 象 物 質 は 、 当 該 農 薬 の 有 効 成 分 の ほ か 、 土 壌 中 運 命 試
験 に お い て 生 成 し た 代 謝 分 解 物 及 び 水 中 動 態 試 験 に お い て 生 成 験 に お い て 生 成 し た 代 謝 分 解 物 及 び 水 中 運 命 試 験 に お い て 生 成
し た 代 謝 分 解 物 等 の う ち 主 要 な も の （ 通 常 、 10％ 以 上 生 成 し た し た 代 謝 分 解 物 等 の う ち 主 要 な も の （ 通 常 、 10％ 以 上 生 成 し た
も の と し 、 CO 2を 除 く 。） と す る 。 も の と し 、 CO 2を 除 く 。） と す る 。
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（ 以 下 、 略 ） （ 以 下 、 略 ）

＜ 残 留 性 に 関 す る 試 験 ＞ ＜ 残 留 性 に 関 す る 試 験 ＞

農 作 物 等 へ の 残 留 性 に 関 す る 試 験 （ ３ － １ － １ 、 ２ ） 農 作 物 等 へ の 残 留 性 に 関 す る 試 験 （ ３ － １ － １ 、 ２ ）

作 物 残 留 試 験 （ ３ － １ － １ ） 作 物 残 留 性 試 験 （ ３ － １ － １ ）
１ ～ ６ （ 略 ） １ ～ ６ （ 略 ）
７ ． 試 料 の 分 析 に つ い て ７ ． 試 料 の 分 析 に つ い て
（ １ ） 分 析 対 象 物 質 （ １ ） 分 析 対 象 物 質

分 析 対 象 物 質 は 、 当 該 農 薬 の 有 効 成 分 の ほ か 、 植 物 代 謝 試 験 等 分 析 対 象 物 質 は 、 当 該 農 薬 の 有 効 成 分 の ほ か 、 植 物 体 内 運 命 試
に お い て 生 成 し た 主 要 な 代 謝 物 （ 通 常 、 10％ 以 上 生 成 し た も の と 験 等 に お い て 生 成 し た 主 要 な 代 謝 物 （ 通 常 、 10％ 以 上 生 成 し た も
し 、 CO 2を 除 く 。） と す る 。（ 以 下 、 略 ） の と し 、 CO 2を 除 く 。） と す る 。（ 以 下 、 略 ）

（ ２ ） 分 析 部 位 （ ２ ） 分 析 部 位
① 以 下 の 表 の 左 欄 に 掲 げ る 作 物 に つ い て は 、 右 欄 に 掲 げ る 部 位
を 分 析 す る こ と 。

作 物 名 分 析 部 位

稲 玄 米 及 び わ ら

み か ん 果 肉 及 び 果 皮

注 ： 各 部 位 ご と の 重 量 を 測 定 す る こ と 。

② 以 下 の 表 の 左 欄 に 掲 げ る 作 物 に つ い て は 、 右 欄 に 掲 げ る 部 位 ① も も に つ い て は 、参 考 と し て 果 皮 も 分 析 す る こ と が 望 ま し い 。
を 分 析 す る こ と が 望 ま し い 。

作 物 名 分 析 部 位

キ ウ イ フ ル ー ツ 果 肉 及 び 果 皮

な し 、マ ル メ ロ 、果 実 （ 花 お ち 、 し ん 及 び 果 梗 の 基 部 を 除
り ん ご 去 し た も の )並 び に 花 お ち 、 し ん 及 び 果 梗

の 基 部

び わ 果 実 （ 果 梗 を 除 去 し た も の ） の 果 肉 （ 種
子 を 除 去 し た も の ） 及 び 果 皮

も も 果 肉 （ 種 子 を 除 去 し た も の ） 及 び 果 皮

す い か 、 ま く わ 果 実 （ 茎 を 除 去 し た も の ） の 果 肉 及 び 果
う り 、 メ ロ ン 皮
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注 ： 各 部 位 ご と の 重 量 を 測 定 す る こ と 。

③ あ ん ず 、 う め 、 す も も 、 お う と う 、 も も 、 ネ ク タ リ ン 等 核 果
類 、 ア ボ カ ド 、 か き 、 び わ 、 マ ン ゴ ー に つ い て は 、 種 子 の 重 量
を 測 定 す る こ と が 望 ま し い 。

④ 茶 に つ い て は 、 参 考 と し て 食 品 規 格 に 基 づ く 熱 湯 抽 出 法 に 従 ② 茶 に つ い て は 、 参 考 と し て 食 品 規 格 に 基 づ く 熱 湯 抽 出 法 に つ
い 、 抽 出 物 に つ い て も 分 析 す る こ と が 望 ま し い 。 い て も 分 析 す る こ と が 望 ま し い 。

⑤ 登 録 申 請 の 使 用 時 期 が 生 育 初 期 に 該 当 す る 大 根 に つ い て は 、 ③ 登 録 申 請 の 使 用 時 期 が 生 育 初 期 に 該 当 す る 大 根 に つ い て は 、
間 引 き 菜 及 び つ ま み 菜 も 分 析 す る こ と 。 な お 、 試 験 は 、 そ れ ぞ 間 引 き 菜 及 び つ ま み 菜 も 分 析 す る こ と 。 な お 、 試 験 は 、 そ れ ぞ
れ １ 例 以 上 と す る 。 れ １ 例 以 上 と し 、 分 析 は １ 分 析 以 上 （ 分 析 機 関 の 要 件 は 問 わ な

い 。） と す る 。

（ ３ ） 分 析 方 法 （ ３ ） 分 析 方 法
食 品 規 格 の 設 定 に 際 し て 定 め ら れ た 分 析 法 が あ っ て も 、 そ れ ら 食 品 規 格 の 設 定 に 際 し て 定 め ら れ た 分 析 法 が あ っ て も 、 そ れ ら

の 分 析 法 で は 適 切 な 分 析 が で き な い お そ れ が あ る 場 合 に は 他 の 分 の 分 析 法 で は 適 切 な 分 析 が で き な い お そ れ が あ る 場 合 に は 他 の 分
析 法 を 用 い て 差 し 支 え な い 。 析 法 を 用 い て 差 し 支 え な い 。 分 析 方 法 は 必 要 な 精 度 、 定 量 限 界 及
分 析 方 法 は 、 そ の 妥 当 性 の 確 認 又 は 検 証 に よ り 、 必 要 な 選 択 性 、 び 回 収 率 を 有 す る も の と す る 。
回 収 率 、 精 度 、 定 量 限 界 を 有 す る も の と す る 。
① (略 ) ① (略 )
（ 削 除 ） ② 当 該 分 析 方 法 は 原 則 と し て 、 標 準 偏 差 パ ー セ ン ト （ 変 動 係 数

＝ 標 準 偏 差 ÷ 平 均 値 × 10 0） が 10 %（ た だ し 、 定 量 限 界 付 近 に
お い て は 20 ％ ） 以 内 の 精 度 （ 代 謝 物 に つ い て は 親 化 合 物 換 算
し て い な い 数 字 と す る 。） を 有 す る も の で あ る こ と 。

② 無 処 理 区 の 試 料 に 定 量 限 界 量 及 び 当 該 農 薬 の 残 留 が 見 込 ま れ る ③ 無 処 理 区 の 試 料 に 定 量 限 界 量 及 び 当 該 農 薬 の 残 留 が 見 込 ま れ
濃 度 に な る よ う 、 分 析 対 象 物 質 を 添 加 し て ５ 回 以 上 繰 り 返 し 分 析 る 濃 度 に な る よ う 、 分 析 対 象 物 質 を 添 加 し て ３ 回 以 上 繰 り 返 し
を 行 い 、 回 収 率 の 平 均 及 び 併 行 相 対 標 準 偏 差 （ RS D r） を 求 分 析 を 行 い 、 平 均 及 び 変 動 係 数 を 求 め る 。
め る 。 な お 、 繰 り 返 し 分 析 に 用 い る 無 処 理 区 の 試 料 は 、 異 な
る ほ 場 試 験 場 所 の 試 料 を 用 い て 行 う こ と が 望 ま し い 。
(削 除 ） ④ 定 量 限 界 は 、 食 品 規 格 が 定 め ら れ て い る 農 薬 に つ い て は 、 基

準 値 の 1 / 1 0を 目 途 に 、 そ の 他 の 農 薬 で は 通 常 0 . 0 1～ 0 . 0 5 p p mを
目 途 に 設 定 し 、 試 料 に つ い て 、 分 析 の 全 操 作 を 行 っ た 場 合 の 定
量 限 界 と す る 。 分 析 は ３ 回 以 上 行 う 。 定 量 限 界 の 有 効 数 字 は 、
２ 桁 以 内 と す る 。

③ 回 収 率 の 平 均 及 び 併 行 相 対 標 準 偏 差 （ R S D r )は 、 以 下 の 表 の 左 ⑤ 回 収 率 は 7 0 ～ 1 2 0 %の 範 囲 と し 、 回 収 率 の 試 験 は 、 ほ 場 試 験
欄 に 掲 げ る 濃 度 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 同 表 中 欄 及 び 右 欄 に 掲 げ る 数 値 場 所 ご と の 試 料 に つ い て 行 う 。
の 範 囲 と す る 。

濃 度 (p p m ) 回 収 率 の 平 均 ( % ) 併 行 相 対 標 準 偏
差 (R S D r）

0 . 0 0 1以 下 5 0 - 1 2 0 3 5以 下
0 . 0 0 1超 ～ 0. 0 1以 下 6 0 - 1 2 0 3 0以 下
0. 0 1超 ～ 0. 1以 下 7 0 - 1 2 0 2 0以 下
0 . 1超 ～ 1. 0以 下 7 0 - 1 1 0 1 5以 下
1 . 0超 7 0 - 1 1 0 1 0以 下

※ 併 行 相 対 標 準 偏 差 （ RS D r )＝ 標 準 偏 差 ÷ 平 均 値 × 10 0
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④ 定 量 限 界 は 、 0 . 0 1～ 0 . 0 5 p p mを 目 途 に 設 定 す る 。 た だ し 、 食 品
・ 添 加 物 等 の 規 格 基 準 （ 昭 和 34年 1 2月 2 8日 厚 労 省 告 示 第 37 0号 ）
が 定 め ら れ て お り 、 か つ 、 0. 0 1～ 0 . 0 5 p p mの 範 囲 の 分 析 が 困 難 な
農 薬 に つ い て は 、 基 準 値 の 1 0分 の １ を 目 途 に 定 量 限 界 を 設 定 す
る 。 な お 、 定 量 限 界 の 有 効 数 字 は 、 ２ 桁 以 内 と す る 。

⑤ （ 略 ） ⑥ （ 略 ）
⑥ 試 験 成 績 の 精 度 確 保 の た め 、「 試 験 所 及 び 校 正 機 関 の 能 力 に ⑦ 試 験 成 績 の 精 度 確 保 の た め 、「 試 験 所 及 び 校 正 機 関 の 能 力 に
関 す る 一 般 的 要 求 事 項 （ IS O ／ I E C G u i d e 1 7 0 2 5）」 や F A O／ 関 す る 一 般 的 要 求 事 項 （ I S O ／ I E C G u i d e 1 7 0 2 5）」 や F A O ／
W H O合 同 国 際 食 品 規 格 委 員 会 （ コ ー デ ッ ク ス 委 員 会 ） が 策 定 し W H O合 同 国 際 食 品 規 格 委 員 会 （ コ ー デ ッ ク ス 委 員 会 ） が 策 定 し
た 「 残 留 分 析 に 関 す る 試 験 施 設 で の 適 正 実 施 の ガ イ ド ラ イ ン （ た「 残 留 分 析 に 関 す る 試 験 施 設 で の 適 正 実 施 の ガ イ ド ラ イ ン（
C A C／ G L 4 0）」 等 を 参 考 と し て 精 度 管 理 を 行 う 等 の 必 要 な 措 置 C A C ／ G L 4 0）」 等 を 参 考 と し て 精 度 管 理 を 行 う 等 の 必 要 な 措 置
を 講 ず る こ と 。 を 講 ず る こ と 。

以 下 に 、 具 体 的 な 精 度 管 理 の 運 用 の 一 例 を 示 す 。

〈 参 考 〉 作 物 残 留 試 験 に お け る 精 度 管 理 の 運 用 に つ い て

【 内 部 精 度 管 理 】
１ ．試 料 調 製 機 関 よ り 送 付 さ れ た 試 料 に つ い て 、分 析 を 行 う 都 度 、
添 加 量 が 明 ら か な 試 料 （ 分 析 対 象 物 質 の 定 量 限 界 の ２ 倍 か ら 10倍
ま で の 濃 度 を 添 加 し た も の ） １ 検 体 及 び 無 処 理 区 の 試 料 １ 検 体 の
分 析 を 行 い 、 回 収 率 が 以 下 の 表 左 欄 に 掲 げ る 濃 度 に 応 じ 、 同 表 右
欄 に 掲 げ る 数 値 の 範 囲 内 で あ る こ と を 確 認 す る こ と 。 ま た 、 無 処
理 区 の 試 料 か ら 分 析 対 象 物 質 が 検 出 さ れ な い こ と を 確 認 す る こ
と 。

濃 度 (p p m ) 回 収 率 ( % )

0 . 0 0 1以 下 5 0 - 1 2 0
0 . 0 0 1超 ～ 0. 0 1以 下 6 0 - 1 2 0
0 . 0 1超 ～ 0. 1以 下 7 0 - 1 2 0
0 . 1超 ～ 1. 0以 下 7 0 - 1 1 0
1 . 0超 7 0 - 1 1 0

２ ． 試 料 の 分 析 に つ い て は 、 同 一 試 料 に つ い て ２ 回 以 上 繰 り 返 し
行 っ た 分 析 値 と し 、 分 析 値 の 差 （ ば ら つ き ） が 併 行 相 対 標 準 偏
差 （ RS D r )の 範 囲 内 で あ る こ と を 確 認 す る こ と 。
な お 、 併 行 相 対 標 準 偏 差 （ RS D r )に つ い て は 、 各 分 析 機 関 で 目

標 を 定 め る こ と 。

参 考 と し て 、 以 下 に 併 行 相 対 標 準 偏 差 （ R S D r )の 確 認 方 法 の 一 例
を 示 す 。
（ 併 行 相 対 標 準 偏 差 （ RS D r )の 確 認 方 法 の 一 例 ）
「 併 行 相 対 標 準 偏 差 （ RS D r )」 が 、 以 下 の 表 左 欄 に 掲 げ る 濃 度
に 応 じ 、 同 表 右 欄 に 掲 げ る 数 値 以 下 で あ る こ と 。

濃 度 (p p m ) 併 行 相 対 標 準 偏 差 (R S D r）

0 . 0 0 1以 下 3 5
0 . 0 0 1超 ～ 0. 0 1以 下 3 0
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0 . 0 1超 ～ 0. 1以 下 2 0
0 . 1超 ～ 1. 0以 下 1 5
1 . 0超 1 0

注 ） 繰 返 し 数 が ２ 回 の 場 合 の 併 行 相 対 標 準 偏 差 （ RS D r )の 求 め 方
併 行 相 対 標 準 偏 差 （ RS D r )＝ 分 析 値 の 差 ÷ 平 均 値 × 10 0× 0 . 8 9

参 照 ：「 分 析 業 務 の 管 理 と 技 術 」 濱 口 博 編 （ 昭 和 5 3年 8月 2 8日 発
行 ）

た だ し 、 併 行 相 対 標 準 偏 差 （ R S D r )が 上 の 表 の 右 欄 の 値 を 超 え
る 場 合 で あ っ て も 、 分 析 値 の 差 が 定 量 限 界 相 当 量 の ２ 倍 以 下 の
場 合 に は 、 併 行 相 対 標 準 偏 差 （ RS D r )の 範 囲 内 と み な す 。

３ ． １ ． 及 び ２ ． の 試 験 は 、 該 当 す る 試 料 を 分 析 す る 担 当 者 が 並
行 し て 実 施 す る こ と 。

４ ． 回 収 率 の 結 果 及 び 併 行 相 対 標 準 偏 差 （ R S D r )の 概 要 を 作 物 残 留
試 験 成 績 報 告 書 に 記 載 す る こ と 。

５ ． 試 料 の 分 析 は 、 分 析 法 の 妥 当 性 確 認 等 を 行 っ た 担 当 者 が 実 施
す る こ と が 望 ま し い 。
ま た 、 分 析 法 の 妥 当 性 確 認 等 を 行 っ た 場 合 に は 、 速 や か に 、

試 料 の 分 析 を 行 う こ と が 望 ま し い 。

【 外 部 精 度 管 理 】
１ ． 少 な く と も ２ 年 に １ 回 は 、 外 部 機 関 が 行 う 技 能 試 験 （ 残 留 農
薬 ） に 参 加 す る こ と が 望 ま し い 。

２ ． 技 能 試 験 に 参 加 し た 場 合 に は 、 そ の 概 要 （ 参 加 時 期 、 プ ロ バ
イ ダ ー 、 マ ト リ ッ ク ス 、 分 析 種 、 結 果 （ Ｚ ス コ ア 等 ）） を 作 物
残 留 試 験 成 績 報 告 書 に 記 載 す る こ と 。

（ 参 考 文 献 ）（ 略 ） （ 参 考 文 献 ）（ 略 ）

（ ４ ）（ 略 ） (４ ）（ 略 ）

８ ． 報 告 事 項 に つ い て ８ ． 報 告 事 項 に つ い て
（ １ ） 分 析 値 （ １ ） 分 析 値

① ～ ⑤ (略 ） ① ～ ⑤ (略 ）
⑥ 食 品 規 格 の 設 定 に 際 し て 定 め ら れ た 分 析 法 以 外 の 分 析 法 を 用 ⑥ 食 品 規 格 の 設 定 に 際 し て 定 め ら れ た 告 示 分 析 法 以 外 の 分 析
い た 場 合 、 又 は 分 析 法 を 変 更 し た 場 合 は 、 分 析 法 確 立 の 経 緯 を 法 を 用 い た 場 合 、 又 は 告 示 分 析 法 を 変 更 し た 分 析 法 を 用 い た
添 付 す る 。 場 合 は 、 分 析 法 確 立 の 経 緯 を 添 付 す る 。

⑦ 、 ⑧ (略 ） ⑦ 、 ⑧ (略 ）
（ ２ ）（ 略 ） （ ２ ）（ 略 ）

９ ． 報 告 書 に つ い て ９ ． 報 告 書 に つ い て
報 告 書 に は 、 原 則 と し て 以 下 の 事 項 が 記 載 さ れ て い る こ と 。 報 告 書 に は 、 原 則 と し て 以 下 の 事 項 が 記 載 さ れ て い る こ と 。



- 13 -

（ １ ） ～ （ ２ ）（ 略 ） （ １ ） ～ （ ２ ）（ 略 ）
（ ３ ） 報 告 書 に は 、 別 記 様 式 ４ の 資 料 を 添 付 す る こ と 。
（ ４ ） 作 物 残 留 性 に 関 す る 考 察 （ 必 要 な 場 合 ） （ ３ ） 作 物 残 留 性 に 関 す る 考 察 （ 必 要 な 場 合 ）

別 記 様 式 １ ～ 別 記 様 式 ３ （ 略 ） 別 記 様 式 １ ～ 別 記 様 式 ３ （ 略 ）

別 記 様 式 ４

※ → 様 式 は 新 旧 対 照 表 の 最 後 に 添 付

（ 中 略 ） （ 中 略 ）

土 壌 残 留 試 験 （ ３ － ２ － １ ） 土 壌 残 留 性 試 験 （ ３ － ２ － １ ）

１ ～ ４ （ 略 ） １ ～ ４ （ 略 ）
５ ． 分 析 に つ い て ５ ． 分 析 に つ い て

（ １ ） 分 析 対 象 物 質 （ １ ） 分 析 対 象 物 質
分 析 対 象 物 質 は 、 当 該 農 薬 の 有 効 成 分 の ほ か 、 土 壌 中 動 態 試 分 析 対 象 物 質 は 、 当 該 農 薬 の 有 効 成 分 の ほ か 、 土 壌 中 運 命 試
験 及 び 水 中 動 態 試 験 等 に お い て 生 成 し た 主 要 な 代 謝 分 解 物 （ 通 験 及 び 水 中 運 命 試 験 等 に お い て 生 成 し た 主 要 な 代 謝 分 解 物 （ 通
常 、 10％ 以 上 生 成 し た も の と し 、 CO 2を 除 く 。） と す る 。 常 、 10％ 以 上 生 成 し た も の と し 、 CO 2を 除 く 。） と す る 。
（ 以 下 、 略 ） （ 以 下 、 略 ）

後 作 物 残 留 試 験 （ ３ － ２ － ２ ） 後 作 物 残 留 性 試 験 （ ３ － ２ － ２ ）

１ ． 供 試 農 作 物 に つ い て １ ． 供 試 農 作 物 に つ い て
（ １ ） ～ （ ２ ） （ 略 ） （ １ ） ～ （ ２ ） （ 略 ）
（ ３ ） 供 試 農 作 物 に お い て 定 量 限 界 以 上 の 残 留 が 認 め ら れ る 等 後 作 物 （ ３ ） 供 試 農 作 物 に お い て 定 量 限 界 以 上 の 残 留 が 認 め ら れ る 等 後 作 物

残 留 が 懸 念 さ れ る 場 合 に は 、（ 以 下 、 略 ） 残 留 性 が 懸 念 さ れ る 場 合 に は 、（ 以 下 、 略 ）

２ ～ ３ （ 略 ） ２ ～ ３ （ 略 ）

（別表１－１） （別表１－１）
適用農作物（食品の用に供される農作物（特用作物及び家畜の飼料の用に供 適用農作物（食品の用に供される農作物（特用作物及び家畜の飼料の用に供

される農作物を含む。）：作物残留試験成績を必要とするもの） される農作物を含む。）：作物残留性試験成績を必要とするもの）

大グループ名 中グループ名 作物名 作物名に含まれ 備考 大グループ名 中グループ名 作物名 作物名に含まれ 備考
る別名、地方名、 る別名、地方名、
品種名等の例 品種名等の例

（略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略）

野菜類 うり類（漬物 （略） （略） （略） 野菜類 う り類（漬物 （略） （略） （略）
用） 用）

しろうり あ お う り 、 カ リ しろうり あ お う り 、 カ リ
モ リ 、 は ぐ ら う モ リ 、 は ぐ ら う
り 、青 し ま う り 、 り 、青 し ま う り 、
く ろ う り 、 桂 う く ろ う り
り
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（略） （略） （略） （略） （略） （略）

とうがらし類 （略） （略） （略） とうがらし類 （略） （略） （略）

ハバネロ （略） ハバネロ （略）

ピカンテ

なばな類 （略） （略） （略） なばな類 （略） （略） （略）

三景雪菜 三景雪菜

四川児菜 子持たかな

チンゲンサイ（な チンゲンサイ（な （略）
ばな的栽培） ばな的栽培）

（略） （略） （略） （略）

めいけな 女池菜、新潟なばな めいけな 女池菜

非結球あぶら （略） （略） （略） 非 結球あぶら （略） （略） （略）
な科葉菜類 な科葉菜類

さんとうさい （略） さんとうさい （略）

四川搾菜（茎葉） たけのこたかな

し ろ な （略） し ろ な （略）

（略） （略） （略） （略）

たかな （略） たかな （略）

食べて菜

チ ン ゲ ン サ イ （略） チンゲンサイ （略）

（略） （略） （略）

（略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略）

アーティチョーク （略） （略） アーティチョーク （略） （略）

ア イ ス プ ラ ン ト 茎 葉 を
収 穫 す
る も の

あ け び （ 茎 葉 ） （略） （略） あ け び （ 茎 葉 ） （略） （略）
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（略） （略） （略） （略） （略） （略）

うど （略） （略） うど （略） （略）

海 野（ 肥 大 茎 ）） 肥 大 し
た 茎 を
収 穫 す
る も の

えびすぐさ（茎葉） （略） （略） えびすぐさ（茎葉） （略） （略）

（略） （略） （略） （略） （略） （略）

かえんさい デ ト ロ イ ト ダ ー （略） かえんさい デ ト ロ イ ト ダ ー （略）
ク レ ッ ド 、 レ ッ ク レ ッ ド
ド ビ ー ト 、 ガ ー
デ ン ビ ー ト

（略） （略） （略） （略） （略） （略）

ザ ー サ イ 茎 タ カ ナ 、 海 野 （略） ザ ー サ イ 茎 タ カ ナ （略）
（ 肥 大 茎 ）、 四川
搾菜（肥大茎）

（略） （略） （略） （略） （略） （略）

に ん に く （略） （略） に ん に く （略） （略）

に ん に く（ 花 茎 ） 花 茎 を
収 穫 す
るもの

ね ぎ （略） ね ぎ （略） （略）

（略） （略） （略） （略） （略） （略）

花オクラ （略） （略） 花オクラ （略） （略）

バニラ 果 実 を
収 穫 す
る も の

葉にんにく （略） 葉にんにく （略）

（略） （略） （略） （略） （略） （略） （略）

（略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略）

注１）～注３）（略） 注１）～注３）（略）
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（ 別 表 １ － ２ ） ～ （ 別 表 ２ ） （ 略 ） （ 別 表 １ － ２ ） ～ （ 別 表 ２ ） （ 略 ）

（ 別 表 ３ － １ ） （ 別 表 ３ ）
○ 生 産 量 が 特 に 多 い 農 作 物 ○ 生 産 量 の 多 い 農 作 物

食 品 の 用 に 供 さ れ る 農 作 物 食 品 の 用 に 供 さ れ る 農 作 物
稲 （ 水 稲 及 び 陸 稲 ）、 小 麦 、 み か ん 、 か き 、 な し （ 日 本 な し 及 び あ ず き 、 い ち ご 稲 （ 水 稲 及 び 陸 稲 ）、 伊 予 柑 、 う め 、 え だ ま め 、

西 洋 な し ）、 り ん ご 、 キ ャ ベ ツ 、 き ゅ う り 、 す い か 、 だ い こ ん 、 た 大 麦 、 か き 、 か ぶ 、 か ぼ ち ゃ 、 カ リ フ ラ ワ ー 、 か ん し ょ 、 キ ャ ベ
ま ね ぎ 、ト マ ト 、な す 、に ん じ ん 、ね ぎ 、は く さ い 、ほ う れ ん そ う 、 ツ 、 き ゅ う り 、 ご ぼ う 、 こ ま つ な 、 小 麦 、 こ ん に ゃ く 、 さ と い も 、
レ タ ス 、 か ん し ょ 、 ば れ い し ょ 、 だ い ず 、 茶 さ と う き び 、 さ や い ん げ ん 、 し ゅ ん ぎ く 、 し ょ う が 、 す い か 、 セ

ル リ ー 、 だ い こ ん 、 だ い ず 、 た け の こ 、 た ま ね ぎ 、 茶 、 チ ン ゲ ン
サ イ 、 て ん さ い 、 と う も ろ こ し 、 ト マ ト 、 な し （ 日 本 な し 及 び 西

（ 別 表 ３ － ２ ） 洋 な し ）、 な つ み か ん 、 に ら 、 に ん じ ん 、 な す 、 ね ぎ 、 は く さ い 、
○ 生 産 量 が 多 い 農 作 物 は っ さ く 、 ば れ い し ょ 、 ピ ー マ ン 、 ぶ ど う 、 ブ ロ ッ コ リ ー 、 未 成

熟 と う も ろ こ し 、ほ う れ ん そ う 、 ぽ ん か ん 、み か ん 、 ミ ニ ト マ ト 、
メ ロ ン 、 も も 、 や ま の い も 、 り ん ご 、 レ タ ス 及 び れ ん こ ん

食 品 の 用 に 供 さ れ る 農 作 物
大 麦 、 未 成 熟 と う も ろ こ し 、 伊 予 柑 、 不 知 火 、 な つ み か ん 、 は っ 食 品 の 用 に 供 さ れ る 農 作 物 以 外 の 農 作 物

さ く 、 う め 、 キ ウ イ フ ル ー ツ 、 ぶ ど う 、 も も 、 こ ま つ な 、 チ ン ゲ ン き く 及 び 芝
サ イ 、 の ざ わ な 、 え だ ま め 、 さ や い ん げ ん 、 セ ル リ ー 、 い ち ご 、 か
ぶ 、 か ぼ ち ゃ 、 ご ぼ う 、 し ゅ ん ぎ く 、 し ょ う が 、 に ら 、 ピ ー マ ン 、 （ 略 ）
ブ ロ ッ コ リ ー 、 ミ ニ ト マ ト 、 メ ロ ン 、 れ ん こ ん 、 こ ん に ゃ く 、 さ と
い も 、 や ま の い も 、 あ ず き 、 さ と う き び 、 て ん さ い

食 品 の 用 に 供 さ れ る 農 作 物 以 外 の 農 作 物
き く 及 び 芝

（ 別 表 ４ ） . （ 別 表 ５ ） （ 略 ） （ 別 表 ４ ） . （ 別 表 ５ ） （ 略 ）

（ 別 表 ６ ） （ 別 表 ６ ）
○ 適 用 作 物 ご と の 試 験 供 試 農 作 物 ○ 適 用 作 物 ご と の 試 験 供 試 農 作 物

作 物 名 試 験 供 試 農 作 物 作 物 名 試 験 供 試 農 作 物

（ 略 ） （ 略 ） （ 略 ） （ 略 ）

注 １ ： 小 粒 種 及 び 大 粒 種 各 々 で 実 施 し 、 残 留 が 高 く な る 種 は ２ 例 以 注 １ ： 小 粒 種 及 び 大 粒 種 を 各 １ 例 。 な お 、「 小 粒 種 」 は デ ラ ウ ェ ア
上 、 合 計 ３ 例 以 上 と す る 。 な お 、「 小 粒 種 」 は デ ラ ウ ェ ア 等 等 １ 粒 重 が 1 . 5 g程 度 の ぶ ど う を い い 、 大 粒 種 は こ れ 以 外 の ぶ
１ 粒 重 が １ .５ g程 度 の ぶ ど う を い い 、 大 粒 種 は こ れ 以 外 の ぶ ど う を い う 。
ど う を い う 。

注 ２ ～ 注 ３ （ 略 ） 注 ２ ～ 注 ３ （ 略 ）
注 ４ ： 葉 ね ぎ 及 び 根 深 ね ぎ を ３ 例 ず つ 試 験 す る も の と す る 。 注 ４ ： 葉 ね ぎ 及 び 根 深 ね ぎ を １ 例 ず つ 試 験 す る も の と す る 。た だ し 、

葉 ね ぎ 及 び 根 深 ね ぎ を ２ 例 ず つ 試 験 す る 場 合 、 一 方 は １ 分 析
で 足 り る も の と す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 公 的 試 験 研 究 施 設
以 外 の 施 設 で の 試 験 の 結 果 も 残 留 性 に 関 す る 試 験 の 活 用 で き
る も の と す る 。

（ 以 下 、 略 ） （ 以 下 、 略 ）


